
Data sheet
01/2025Issue

RHEOBYK-D 7460

RHEOBYK-D 7460
塩化リチウムを含まず、中極性溶剤系および無溶剤系に適した高いチクソトロピー流動性
を付与する液状レオロジー添加剤。タレ止め性および沈降防止性を向上させる。

製品データ

組成
変性ウレアの溶液

一般性状
本データシートに記載された数値は代表値であり、品質規格値ではございません。

密度 (20℃): 1.17 g/ml
有効成分: 53.3 %
溶剤: ジメチルスルフォキシド
引火点: 93 °C

貯蔵および輸送
本製品は吸湿性があるため、乾燥した場所で保管してください。保管中に生じるわずかな濁りは、レオロジ
ー効果に影響を及ぼしません。10℃未満の温度では結晶化する可能性があります。使用前に製品を20℃
以上に温めてください。低温保存後や室温に戻さずに使用する際は注意が必要です。容器開封時に結露が
発生する恐れがあります。適切に取扱い・保管された場合、未開封容器において納入時の貯蔵安定性が適
用されます。

適用分野

塗料

特長
三次元ネットワークの形成により、チキソトロピー流動性が得られ、低せん断領域において粘度が変化しま
す。これにより、平滑性に悪影響を与えることなく、貯蔵時の沈降防止性や塗布工程におけるタレ止め性と
いった特性に好影響を及ぼします。本添加剤は液状のため、取り扱いや計量が容易です。さらに、レオロジ
ー効果を発現させるために温度管理を行う必要がありません。

推奨用途
RHEOBYK-D 7460は、中極性の塗料での使用に適しています。 
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推奨添加量
沈降防止性を向上させるには、配合の極性および固形分含有量に応じて、全配合に対して添加剤とし
て、0.2–1.0 % 
タレ止め性を向上させるには、配合の極性および固形分含有量に応じて、全配合に対して添加剤とし
て、0.5–2.5 % 
 
上述の推奨添加量は初期値としてご利用下さい。最適添加量は実際に試験を行い、決定して下さい。

添加方法
本添加剤は、中程度のせん断力を加えながら撹拌し、短時間で塗料系に均一に分散させるよう添加してくだ
さい。粘度調整のため、希釈工程での添加または後添加剤としての使用が望ましいです。ミルベースでの使
用は一般的に可能ですが、個々のケースで確認が必要です。製造時の温度を特に管理する必要はありませ
ん。
 
添加剤が塗料系での使用に適している場合、そのレオロジー効果は時間と極性に よって次第に高まり、一
般的に添加後数時間で評価が可能となります。

特記事項
乾燥剤（シッカティブ）との接触の場合、金属錯体の形成に起因する変色が生じる可能性があります。
この場合、レオロジー効果の確認が必要となります。標準的な添加量では黄変傾向の増加は見られませ
ん。黄変の影響を受けやすい系や高添加量での影響については試験が推奨されます。反応性系、触媒系、
および硝化セルロースを含む系に本添加剤を使用される場合は、貯蔵安定性の試験をされることをお勧め
いたします。

PVC プラスチゾル

特長
液状添加剤は、多くのPVCプラスチゾル用途においてチクソトロピー性を高めるために使用されます。これ
によりプラスチゾルの製造・加工が迅速化され、沈降防止性およびタレ防止性が向上しま
す。RHEOBYK-D 7460は着色プラスチゾルにおける顔料の浮遊を抑制し、ゲル化オーブン内での塗膜プ
ロファイル制御性を改善します。機械発泡PVCフォームにおいては発泡安定性が向上します。

推奨添加量
沈降および浮きを防止には、PVC樹脂に対して、0.1–0.5 % 
タレ防止には、PVC樹脂に対して、0.3–1 %　例外的な場合には、最大3％までの添加が可能です。
 
上述の推奨添加量は初期値としてご利用下さい。最適添加量は実際に試験を行い、決定して下さい。

添加方法
本添加剤はPVCプラスチゾルに後添加し、撹拌しながらゆっくりと添加してください。配合により異なります
が、プラスチゾルはその後、初期のチキソトロピー構造が形成されるまで最大4時間程度を要します。一方、
せん断後の構造再構築は即時に起こります。
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潤滑剤および離型剤

特長
添加剤は系に添加された後、三次元ネットワーク構造を形成します。これにより生じるチクソトロピー流動性
は、フィラー（例：黒鉛、二硫化モリブデン）の沈降を防止するのに理想的であり、取り扱いに悪影響を及ぼし
ません。添加剤は液状であるため、取り扱いが容易です。添加時のpH値の特別な調整や温度管理は不要
です。

推奨用途
RHEOBYK-D 7460は、フィラー濃縮物（例：黒鉛、二硫化モリブデン）の製造において、沈降防止剤として
ご使用いただくのが最適です。本添加剤の優れたせん断減粘効果により、せん断応力下で粘度が大幅に
低下し、その後の用途において有効に作用します。

推奨添加量
沈降防止には、全配合に対して添加剤として、0.3–2 % 
 
上述の推奨添加量は初期値としてご利用下さい。最適添加量は実際に試験を行い、決定して下さい。

添加方法
コントロールされた撹拌下での添加により、最適な分散が確保され、用途において最高の効果と再現性が
得られます。温度を特に制御したり、pH値を調整したりする必要はありません。
また、この添加剤は、後添加剤として使用することにより、粘度を後から調整するのにも適しています。

熱硬化性樹脂用

特長
RHEOBYK-D 7460は、様々な熱硬化性樹脂系において三次元ネットワーク構造を形成します。ネットワー
クの構築は時間依存性があり、その効果の程度は樹脂系や濃度によって異なります。
ネットワークが形成されることで、この添加剤は低せん断領域での粘度を増加させ、

•	 フィラーや顔料の沈降を防止します（沈降防止効果）
•	 異なる極性のエマルションを安定化させます（分離防止効果）
•	 垂直面でのタレを防止します（タレ防止効果）   

より高いせん断速度においても、脱泡、流動性、平滑化といった塗布特性や効果は、同様の水準で持続的
に維持されます。

本添加剤は、エポキシ樹脂、ポリウレタン樹脂、アクリル樹脂などを基材とする充填反応性キャスティング樹
脂系に最適です。ポリエステル樹脂でのご使用にあたっては、特に樹脂系の組成と添加剤の添加量が重要
となります（特記事項をご参照ください）。無充填系においては、添加剤濃度を高めることで低せん断領域に
おいても粘度を向上させることができます。

推奨添加量
沈降防止には、全配合に対して添加剤として、0.2–1 % 
タレ止めおよびエマルションの安定化には、全配合に対して添加剤として、0.4–2 % 
 
上述の推奨添加量は初期値としてご利用下さい。最適添加量は実際に試験を行い、決定して下さい。
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添加方法
添加剤は撹拌しながら添加し、均一に分散させてください。温度を特に管理する必要はありません。
また、添加剤は後添加剤として配合することで、後から粘度を調整するのにも適しています。

特記事項
金属促進剤と併用すると、変色や硬化の遅延が生じる可能性があります。

接着剤およびシーリング材

特長
本添加剤は、低せん断領域における粘度向上を目的として使用されます。RHEOBYK-D 7460は、接着剤
およびシーラント配合物に撹拌混入後、三次元ネットワーク構造を形成し、充填系における沈降や分離現象
を防止します。本添加剤はチキソトロピー流動性を形成し、低せん断速度域では粘度を増加させますが、
高せん断速度域では塗布特性に影響を与えません。高濃度で使用した場合、タレ防止性の向上が期待で
きます。添加剤は液状のため、計量が容易です。レオロジー効果の発現に温度管理は不要です。

推奨用途
RHEOBYK-D 7460は、中極性バインダー系、例えばエポキシ樹脂、ポリウレタン樹脂、SMP樹脂、アクリレ
ート樹脂系などへの使用に適しています。 

推奨添加量
沈降防止には、配合物の極性および固形分含有量に応じて、全配合に対して、0.2–1.5 %
タレ防止には、配合物の極性および固形分含有量に応じて、全配合に対して、 0.5–2.5 %
 
上述の推奨添加量は初期値としてご利用下さい。最適添加量は実際に試験を行い、決定して下さい。

添加方法
添加剤は撹拌しながら添加し、均一に分散させてください。温度を特に管理する必要はありません。また、
添加剤は後添加剤として配合することで、後から粘度を調整するのにも適しています。レオロジー効果は時
間と極性によりますが、配合後2～4時間で一般的に評価可能となります。


